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岡山東中央病院 学習会 

沖縄から平和を考える 
２０１０．８．２５（水） 

岡山県労働者学習協会 長久啓太 

ブログ｢勉客商売｣ http://benkaku.typepad.jp/blog/ 

 

 

はじめに：沖縄本島に、行かれたことがありますか？ 

 

 

一。沖縄話あれこれ 

 １。春夏甲子園連覇！の沖縄「興南高校」・島袋投手 

 

 

◇２００４年８月１３日、 

沖縄国際大学に、米軍ヘリ墜落 

 

 

 

＊彼は小学校６年生のときに、米軍ヘリ墜落事故に抗議する宜野湾市民大会 

（2004.9.12）で、小学生代表として基地のない沖縄を訴えたことがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【当時、志真志小学校６年生。島袋洋奨さんの発言（要約）】 

「友だちと現場近くに走りました｡『近寄らないでください。また爆発する危険が

あります』と放送されたのを聞いて､とても怖くなり､急いで学校に行きました。

みんな大きなショックをうけて不安な気持ちでいっぱいです。今度のような事故

は、もう二度と起こってほしくないと思います。僕たちが安心して生活できる環

境になってほしいと思いました」 

CH53D（胴体全長20.47m） 
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   米軍 

   普天間基地 
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 ２。戦後６５年。しかし、沖縄に「戦後」はあったのか･･･ 

  ◇沖縄戦（1945年 3月～）について 

＊本土での決戦作戦計画「帝国陸海軍作戦計画大綱」（45年 1月 21日決定） 

    ・沖縄や硫黄島を含む小笠原諸島は、本土決戦の準備が整うまで「米軍に出血を

強要する持久作戦」と位置づけられた。 

    ・つまり、沖縄は「捨て石」に 

   ＊「もう一度戦果を挙げてからでないと」－天皇が拒んだ終戦（2月14日の時点） 

 

   ＊国内では唯一の軍民混在の壮絶な地上戦 

    ・硫黄島でも地上戦は行われたが、住民はあらかじめ強制疎開させられていた 

    ・約 20万の沖縄戦戦没者のうちの約半数が住民 

     【沖縄戦における戦没者数（朝鮮人は不明）】 

      ・県外出身日本兵 65,908人 

      ・沖縄県出身 軍人・軍属 28,228人 

      ・一般住民（戦闘参加者ふくむ。推定） 約 94,000人 

        →日本側戦没者合計 188,136人（うち沖縄出身者122,228人） 

      ・米軍 12,520人 

 

   ＊沖縄戦の実相－「集団死」、日本軍による蛮行、ねこそぎ動員、地上戦の凄惨さ･･･ 

            →歴史教科書から消された「集団自決の軍強制」の記述 

 

  ◇日本から切り離され、あしかけ27年間、米軍統治下におかれた。 

   ＊沖縄に、平和憲法はなかった。基本的人権の保障もなかった。 

   ＊強制的な基地拡張。沖縄の土地闘争。島ぐるみのたたかい。 

   ＊「平和憲法への復帰を」が復帰運動のめざしたもの 

   ＊1972年に復帰したが、その現実は「安保体制」への沖縄の束縛だった。 

 

  ◇今も、日本にある米軍基地の７４％（４分の３）が、沖縄に集中している。 
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二。犠牲なき安全保障への道を 

 １。沖縄の海兵隊って、ほんとうに必要？ 

  ◇海兵隊の基地ー普天間基地は、世界一危険な基地 

   ＊普天間基地の移設撤去を求めている沖縄の圧倒的世論 

   ＊民主党政権は、沖縄県民への裏切りを続けている 

 

   ＊海兵隊は、「抑止力」だろうか？ 

 

 

 ２。誰かの犠牲にうえにある「平和」って、おかしい、と思う。 

  ◇基地の危険、騒音、土地問題 

 

  ◇裁かれない米兵犯罪 

   ＊自国の市民の命や人権よりも、罪を犯した米兵を守る屈辱的な「地位協定」「密約」 

 

  ◇「安保条約は必要」と思っている人も多いけど 

   ＊沖縄県民の犠牲のうえに成り立つ「安全保障」ってなんだろう。 

 

 

 ３。何より、大好きな沖縄の未来が、明るく、希望あふれるものに…！ 

  ◇まず、ぜひ沖縄に関心をもってほしい 

   ＊入口は、「青い海」「沖縄の文化」「食べもの」でも、構わない。 

＊そして、沖縄のすばらしい魅力と同時に、それを圧迫している「基地の島」とい

う現実をしってほしい。 

   ＊そして、現在の「基地の島」につながる、「沖縄戦」の歴史にも 

 

  ◇実際に行ってみるのがイチバンですが･･･！ 

 

 

 

 


